
単位数
(履修区分)

２単位
(必修)

開設期 １年次前期

授業形態 講義 授業区分 共通科目

回 担当者

1 吉武

2 吉武

3 吉武

4 吉武

5 吉武

6 吉武

7 吉武

8 山本

9 山本

10 山本

11 横山

12 横山

13 横山

14 小林

15 小林多職種協働の実践現場における倫理的課題

家族と倫理についてまとめておく
家族看護における倫理的課題

生命始期における倫理的課題

倫理コンサルテーション

倫理コンサルテーション
自身の組織における倫理的取り組
みをまとめておく

多職種協働における倫理的ジレン
マをまとめておく

出生前診断、人工妊娠中絶につい
て予習しておく

自身の倫理的ジレンマ事例につい
てまとめておく

オフィスアワー

備考

テキスト
吉武久美子「看護者のための倫理的合意形成の考え方・進め方」医学書院　2017.
参考文献
鶴若麻里・麻原きよみ編「ナラティヴでみる看護倫理」南江堂　2013.
Megan-Jane Johnstone, Bioethics: A Nursing Perspective 7e, Elsever,2019.
トム・L・ビーチャム、ジェイムズ・F・チルドレス「生命医学倫理」麗澤大学出版会　2009．
サラT.フライ他（片田範子他訳）「看護実践の倫理」第3版　日本看護協会出版会　2010.
日本看護協会　「看護倫理」　日本看護協会サイト　2020
今井道夫「生命倫理学入門」第3版　産業図書　2011.
バーナード・ロウ（北野喜良他監訳）「医療の倫理ジレンマ」西村書店　2003.
池永満「患者の権利」九州大学出版会　1997.
アルバートR.ジョンセン（赤林朗他監訳）「臨床倫理学」新興医学出版社　2006.
他その都度紹介する。

大学のメールに連絡

プレゼンテーションの資料と発表内容40%　グループワークの参加度10%　レポート50%成績評価の基準

テキスト・
参考文献

エンド・オブ・ライフケア及び
ACPについて復習しておく

精神科看護における倫理的課題に
ついて調べておく

看護研究と倫理についてまとめて
おく

配布された事例を読んで問いにつ
いて考えておく

看護研究における倫理的課題

準備学習・課題　　　　　　　授業項目･内容等

精神科看護における倫理的課題

エンド・オブ・ライフケアにおける倫理的課題

倫理的問題解決方法➁臨床倫理4分割法と倫理的合意形成

看護実践における倫理の基礎知識①・倫理とは、法と倫理
倫理理論とその歴史

過去の臨床経験で倫理的に気に
なった場面のメモをしておく

看護者の倫理綱領、倫理原則につ
いて読んでおく

臨床倫理４分割法、倫理的合意形
成について読んでおく

看護実践における倫理的問題とその対応・倫理的問題解決
の考え方とその方法

インフォームド・コンセントに関
して過去に気になった場面につい
てメモしておく

看護実践における倫理の基礎知識➁・倫理原則、倫理綱領

看護実践における多様な価値と意思決定①・自己決定論・
インフォームド・コンセント

倫理的問題解決方法①ナラティブアプローチ

患者の意思決定能力がない場合に
おける看護者のジレンマを整理し
ておく

看護実践における多様な価値と意思決定➁・患者の意思決
定・代諾・ＡＣＰ

倫理的に気になった事例について
学生個人のナラテイブを書いてま
とめる

看護倫理学

授業のねらい・概要

倫理とは何か、倫理学の系譜、法律と倫理の関係、応用倫理学・メタ倫理学について学修し、看護実践力向上に
何故倫理学を学ぶことが重要かについて考察する。さらに、組織としての倫理的課題への対策・取り組み、倫理
的意思決定支援のあり方についても考究する。

授業計画

科目名

担当者

到達目標

1.倫理学の形成過程、看護倫理、倫理原則、倫理綱領等通して看護における倫理の課題分析ができる。
2.看護倫理に高い関心と親しみを持ち、自己の実践を通して倫理的省察ができる。
3.法律と倫理の関係を事例を通して説明ができる。
4.看護における倫理、教育における倫理、研究における倫理について理解を深め、実践に活用できる。
5.倫理的視点から多様な看護場面に役割を探究できる。
6.病院や大学の倫理委員会の意義・役割・活動について理解し行動に移せる。

横山惠子 吉武久美子 山本洋美　小林貴子


